
 

新
年
度
予
算
が
成
立 

 

３
月
４
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
一
宮
町
議
会
定
例
会
は
、
平
成

25
年

度
の
予
算
案
ほ
か
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

町
の
平
成

25
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
新
し
い
役
場
庁
舎
の
建
設

費
が
盛
り
込
ま
れ
、
過
去
最
大
だ
っ
た
平
成

16
年
度
に
次
い
で
過
去
２
番

目
の
規
模
と
な
る
、

43
億
６
７
０
０
万
円
、
前
年
度
当
初
比
７
億
２
８
０

０
万
円
増
（

20
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

地
方
交
付
税
は
３･

６
％
減
の

10
億
７
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

財
源
確
保
の
た
め
、
平
成

21
年
度
以
来
４
年
ぶ
り
に
財
政
調
整
基
金
を
１

億
２
２
０
０
万
円
取
り
崩
す
な
ど
、
繰
入
金
４
億
５
３
２
８
万
円
を
計
上
し
、

町
債
発
行
も
５
億
１
３
２
０
万
円
計
上
し
て
予
算
を
作
成
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
こ
ん
な
事
業
を
行
い
ま
す 

 

庁
舎
建
設
の
ほ
か
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
や
子
育
て
支
援
・
教
育
に

重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。 

○
役
場
新
庁
舎
建
設
事
業 

６
億
１
３
２
７
万
円 

 

地
震
に
も
津
波
に
も
強
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
て
の
新
庁
舎

を
建
設
し
ま
す
。
（
７
月
に
工
事
を
開
始
し
、
来
年
３
月
末
の
完
成
予
定
） 

○
一
宮
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
改
修
事
業 

１
億
３
２
０
９
万
円 

 

津
波
避
難
所
で
も
あ
る
、
一
宮
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震
改
修
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
町
の
学
校
施
設
の
耐
震
化
率
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。 

○
下
ノ
原
通
り
交
通
安
全
対
策
事
業 

２
億
８
．
０
０
０
万
円 

 

交
通
量
が
非
常
に
多
く
歩
道
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
東
浪
見
小
学
校
の

通
学
路
に
歩
道
を
整
備
し
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し
て
通
学
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。 

○
高
１
ま
で
子
ど
も
医
療
費
助
成 

４
，
０
６
３
．
８
万
円 

 

最
終
的
に
は
高
校
卒
業
ま
で
助
成
を
行
う
予
定
で
、
今
年
は
高
校
１
年
生

ま
で
助
成
を
行
い
ま
す
。 

○
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
事
業 

１
，
６
７
０
万
円 

 

ト
ン
ネ
ル
や
橋
の
総
点
検
を
行
い
、
修
繕
計
画
を
策
定
し
老
朽
化
に
よ
る

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。 

○
避
難
所
備
蓄
用
品
充
実
事
業  

４
３
４
．
１
万
円 

 

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
避
難
所
備
蓄
用
品
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

○
地
域
防
災
計
画
策
定
事
業 

５
０
０
万
円 

 

東
日
本
大
震
災
以
降
に
国
や
県
が
作
成
し
た
地
域
防
災
計
画
と
整
合
性

を
図
り
、
町
の
特
性
を
反
映
し
た
新
た
な
防
災
計
画
を
定
め
、
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す 

○
自
主
防
災
組
織
設
置
補
助
事
業 

３
０
０
万
円 

 

各
自
治
区
で
新
た
に
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
る
際
の
費
用
（
１
団
体

50
万
円
を
上
限
）
を
助
成
し
ま
す
。
現
在
一
宮
町
に
は
、
宮
原
区
、
矢
畑

区
、
６
区
に
そ
れ
ぞ
れ
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事
業 

３
５
２
．
２
万
円 

 

40
年
前
に
策
定
し
た
都
市
計
画
を
、
今
の
社
会
情
勢
に
合
っ
た
も
の
に

見
直
す
た
め
、
都
市
計
画
の
基
本
方
針
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。 

○
天
道
跨
線
橋
通
り
改
良
事
業 

３
，
３
０
０
万
円 

 

交
通
量
が
非
常
に
多
く
、
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
非
常
に
危
険

で
あ
る
町
道
に
歩
道
を
設
置
し
ま
す
。 

○
中
学
生
の
海
外
研
修
事
業 

２
５
０
．
７
万
円 

 

昨
年
の
「
中
学
生
と
町
長
が
語
る
会
」
で
中
学
生
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
海

外
研
修
を

25
年
度
か
ら
一
宮
町
、
長
生
村
、
白
子
町
合
同
で
実
施
し
ま
す
。 

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
へ 

中
学
２
年
と
３
年
を
対
象
） 

○
一
宮
中
学
校
図
書
室
エ
ア
コ
ン
新
設 

４
５
８
．
５
万
円 

 

夏
の
猛
暑
の
中
で
も
、
生
徒
が
安
心
・
集
中
し
て
学
習
で
き
る
環
境
を
作

り
ま
す
。 

○
外
出
支
援
事
業
（
新
に
こ
に
こ
サ
ー
ビ
ス
） 

７
４
４
．
８
万
円 

 

高
齢
者
・
障
害
者
の
方
が
町
内
の
移
動
を
容
易
に
で
き
る
よ
う
送
迎
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。 

○
ま
ご
こ
ろ
の
見
守
り
訪
問
事
業 

３
５
０
万
円 

 

高
齢
者
世
帯
や
独
居
老
人
世
帯
を
定
期
的
に
訪
問
し
て
相
談
相
手
に
な

り
、
孤
立
し
が
ち
な
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。 

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業 

76
．
１
万
円 

 

65
歳
以
上
を
対
象
に
肺
炎
に
よ
る
症
状
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
助
成
し
ま
す
。 

○
一
宮
海
岸
広
場
整
備
事
業 

２
６
６
．
３
万
円 

 

国
民
宿
舎
跡
地
に
芝
生
を
張
っ
た
多
目
的
な
広
場
を
整
備
し
、
町
内
町
外

を
問
わ
ず
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
自
由
に
使
え
る
憩
い
の
広
場
を
作

り
ま
す
。 

 

駅
東
口
開
設
基
本
計
画
書
を
作
成 

 

上
総
一
ノ
宮
駅
東
口
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
と
の
正
式
協
議
を
す
る

た
め
基
本
計
画
書
の
作
成
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
業
務
委
託
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
他
の
駅
の
工
事
の
実
績
を
も
と
に

最
も
費
用
の
か
か
ら
な
い
設
備
条
件
で
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
お
お
む
ね
５
億

円
か
か
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
口
開
設
に
あ
た
り
、
多
額
の
事

業
費
の
確
保
な
ど
数
々
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
て

早
期
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
早
期
完
成
を

要
望 

 

４
月
27
日
（
土
）
に
圏
央
道
の
木
更
津
―
東
金
間
が
開
通
し

ま
し
た
。
圏
央
道
茂
原
・
長
南
イ
ン
タ
ー
と
一
宮
町
は
、
長
生

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
完

成
の
見
込
み
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
３
月
18
日
一
宮
町
と
睦
沢
町
合
同
で
長
生
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
早
期
完
成
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
両

町
長
、
議
会
議
長
が
出
席
し
、
国
土
交
通
省 
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赤
澤
亮
正
政
務
官
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
政
務
官
か
ら

は
鋭
意
努
力
す
る
旨
の
ご
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

新
し
い
東
部
土
地
改
良
事
務
所
が
完
成 

 

３
月
27
日
、
一
宮
町
東
部
土
地
改
良
区
の
新
し
い
事
務
所
が

完
成
し
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
地
改
良
区
は
、
ほ
場

整
備
や
用
水
路
の
管
理
な
ど
、
農
業
基
盤
の
整
備
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
東
部
土
地
改
良
区
は
町
の

農
地
面
積
の
７
割
を
占
め
て
お
り
、
町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
事
務
所
と
と
も
に

農
家
、
地
域
の
発
展
の
た
め
に
ま
い
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

伊
藤
先
生
と
河
津
桜 

 

今
年
も
宮
原
地
区
の
線
路
わ
き
に
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
の
河
津
桜
が
咲
き

ま
し
た
。
宮
原
地
区
環
境
保
全
の
会
の
皆
さ
ん
が
３
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
約

70
本
の
河
津
桜
を
植
え
た
の
は
、
５
年
前
の
こ
と
で
し
た
。「
今
は

桜
の
木
を
植
え
て
も
自
分
が
生
き
て
い
る
間
は
見
ら
れ
な
い
と
思
う
け
ど
、

何
十
年
後
に
は
き
っ
と
桜
並
木
の
名
所
に
な
っ
て
こ
の
地
域
が
盛
り
上
が

っ
て
く
れ
れ
ば
。
」
と
、
こ
の
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
熱
心
に
呼
び
掛
け
た

方
が
、
２
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
伊
藤
裕
三
先
生
で
し
た
。 

 

校
長
先
生
ま
で
勤
め
上
げ
ら
れ
た
伊
藤
先
生
は
、
東
京
農
大
に
在
学
中
、

箱
根
駅
伝
の
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
卒
業
後
も
教
員
と
し
て
勤
務
す
る
か

た
わ
ら
、
各
種
の
陸
上
大
会
で
審
判
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
元
旦
渚
マ

ラ
ソ
ン
、
は
だ
し
で
歩
こ
う
大
会
、
上
総
お
ど
り
、
福
祉
バ
ザ
ー
の
開
催
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
か
か
わ
り
、
一
宮
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
足
跡

を
残
し
ま
し
た
。 

 

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

一
宮
町
長 

玉
川
孫
一
郎 
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最
近
の 

新
聞
よ
り

平
成

25
年

5
月

25
日 

朝
日
新
聞 

 

３
月

24
日
付
で
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

17
区
の
酒
井

芳
人
さ
ん
が
、
４
月
１
日
付
で
副
町
長
に

11
区
の
芝
﨑 

登
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
の
議
会
で
提
案
さ
れ

同
意
を
受
け
て
い
た
も
の
で
す
。 

人事案件 

平
成

25
年

3
月

10
日 

産
経
新
聞

平
成

25
年

3
月

2
日 

読
売
新
聞

平成25年5月29日 毎日新聞

平成25年3月7日 

朝日新聞 

平成25年2月6日 読売新聞 平成25年3月3日 千葉日報


